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　2019 年 3 月、特別支援学校高等部学習指導要領の告示をもって、一連の学習指導
要領の改訂作業が完了した。この改訂では、「障害者の権利に関する条約（2014）」




















創価大学教育学論集　第 72 号：山内・加藤　pp. 1 ～ 20










































































































る。毎年 6 月 1 日を基準日とした雇用状況が厚生労働省から公表される。平成 30
年 4 月 1 日から民間企業の法定雇用率が 2.2％（従業員 45.5 人以上の企業が対象）






















教育施策との連携という形で、厚生労働省の平成 19 年 4 月 2 日付け職高発第
04020003 号「福祉施設、特別支援学校における一般雇用に関する理解の促進等、障
害者福祉施策及び特別支援教育施策との一層の連携の強化について」（略称：「19 年
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インクルーシブ教育の理念と特別支援教育（２）
The Philosophy of Inclusive Education and Special Needs 
Education （ 2 ）
： Significance and Role of Employment Support for People with Intellectual Disabilities 
Toshihisa YAMAUCHI　Yasunori KATO
Summary
　This article titled “The Philosophy of Inclusive Education and Special Needs Education 
（ 2 ）” is a continuation of our previous article and this time we consider the significance and 
role of employment support for people with intellectual disabilities based on the current 
situation as a career education from the viewpoint of practical research of Soka Education.
　To realize a truly inclusive society, we must not only foster awareness of human rights but 
also have our own “joy of living”. In this sense, a symbiotic society is one in which no one is 
left behind, and is a society in which everyone has the joy of living together.
　In this article, we introduce the efforts of support employment of the High School Division 
of a Special Needs School for Intellectual Disability, and consider the effort from the viewpoint 
of the “three elements of inclusive education” that was clarified in our previous article.
　In addition, while taking into account the numerous findings presented in the book “The 
System of Value-Creating Pedagogy” written by Tsunesaburo Makiguchi （1871-1944）, we 
also touch on the current state of inclusive education in Denmark and other countries and 














































及び初心者に近い学生が 5 割を越えていること、 2 つ目は『アイアイ』（相田裕美
作詞 /宇野誠一郎作曲 /木村充子編曲）及び『犬のおまわりさん』（佐藤義美作詞 /
大中恩 /木村充子編曲） 2 曲の楽譜を提示した際の「弾きづらい」「難しい」等の難
解箇所についての調査では、シンコペーションや 16 分音符などの複雑なリズム形態、
装飾音符や連符などの奏法の箇所について、初心者及びピアノ歴 3 年未満の初心者
の学生の 7 割～ 9 割が難解と回答していること、 3 つ目は、本学の新カリキュラ
ムで、ピアノに関連した開講科目は「音楽総合A」「音楽総合B」「授業のためのピア









































































る一定の成果を出すことに成功したとする研究や（山岸 ,2018；西海 , 笹井 , 細田 ,2017）








　本学においても、初心者及び初心者に近い 3 年未満の学生が 5 割を越え、初心者
学生が多い点では養成校と共通しているが、本学は、①保育者養成校ではないこと、
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　前奏及び歌い始め 4 小節について、A- 2 ＜ STEP 2 ＞ ,B,D,E の引用教本から比
較した。それぞれの一部の引用譜面は以下の通りである。
　調性ついては、A- 2 は、Cdur であり、その他はDdur であった。楽譜は提示しな
いが、C社は B,D,E 同様にDdur であった。この曲の原調はDdur であるが、A- 2 は
初心者向けに編曲されていることから、Cdur にすることによって、弾き歌いが容易
になるという編曲者の意図が感じられた。しかし「バスごっこ」はA- 2 も Fdur で
書かれている。
　運指はA- 2 及び Cにあり、その他は運指の提示はなかった。
　強弱記号の有無については、それぞれの楽譜において強弱記号が表示してあったが、
出版社ごとに提示されている記号及び明記箇所が異なっていた。テンポ表記について




















い伴奏集第 2 巻』55 頁　Gakken
　前奏 4 小節
　
　A- 2 歌始め 4 小節
　
　B　神原雅之・鈴木恵津子編著（2018）『幼稚園教諭・保育士養成課程　幼児のた


















　前奏 2 小節及び歌い始め 4 小節について、A- 2 、B、C、D、Eの引用教本から
比較した。
　調性については、全てFdur であり、運指については、D、E以外は明記されていた。














「バスごっこ」らしさが表現されていた。歌い始め 4 小節については、A- 2 、B、C
の伴奏が単純であったが、運指やコードネームが表記されており、初心者が取り組み
やすい譜面であった。Dは上級者向けに書かれた、比較的難しい譜面であった。その





い伴奏集第 2 巻』65 頁　Gakken









童の歌　簡単に弾ける 144 選』150 頁　教育芸術社
前奏 2 小節　　　　　　　　　　　　　　　　歌い始め 2 小節
　
　D　南曜子・今村方子・今川恭子（2011）『心を育む子どもの歌』73頁　教育芸術社　
前奏 2 小節　　　　　　　　　　　　　　　　　歌い始め 2 小節
　
　E　山本学編著（2019）『保育者になるためのピアノ教本』72 頁　エイデル研究所　　




























い伴奏集第 1 巻』119 頁　Gakken




























頭 2 小節を 3 和音のユニゾンの伴奏形態、Eは 1 小節目の 2 拍目に 3 和音で表
したりと、各教本とも伴奏形態が異なっていた。
　が、チャチャチャのリズムが強調されるような伴奏形態は共通していた。






い伴奏集第 2 巻』88 頁～ 89 頁（STEP 2 ）Gakken
前奏 4 小節
　














　D　 8 小節目から 12 小節目
　
































































出版社 調性 拍子 運指 コードネーム
強弱
記号 テンポ その他ア－ティキュレーション
A- 2 社 Cdur 4 分の 4 拍子 あり なし あり ＝ 104 スラー、スタッカート等
B 社 Ddur 4 分の 4 拍子 なし なし あり ＝ 100 ～ 108 スラー、スタッカート、ブレス等
D 社 Ddur 4 分の 4 拍子 なし あり あり ＝ 104 装飾音、スラー、スタッカート 、  ブレス等
E 社 Ddur 4 分の 4 拍子 なし なし あり なし 装飾音、スラー、スタッカート
②「バスごっこ」（香山美子作詞・湯山昭作曲）
出版社 調性 拍子 運指 コードネーム
強弱
記号 テンポ表記 その他ア－ティキュレーション
A- 2 社 Fdur 4 分の 4 拍子 あり なし なし Allegro なし
B 社 Fdur 4 分の 4 拍子 あり あり あり ＝ 126 　スラー、アクセント、スタッカート等
C 社 Fdur 4 分の 4 拍子 あり あり あり ＝ 138 　スラー、スタッカート等
D 社 Fdur 4 分の 4 拍子 なし あり あり ＝ 120 装飾音、スラー、スタッカート等
E 社 Fdur 4 分の 4 拍子 なし なし あり なし スラー、スタッカート等
③「思い出のアルバム」（増子とし作詞・本多鉄磨作曲）
出版社 調性 拍子 運指 コードネーム
強弱
記号 テンポ表記 その他ア－ティキュレーション
A- 2 社 Cdur 8 分の 6 拍子 あり なし あり Andante なし
D 社 Cdur 8 分の 6 拍子 なし あり あり Andante 　スラー等
E 社 Cdur 8 分の 6 拍子 あり なし あり なし なし
④「おもちゃのチャチャチャ」（野坂昭如作詞・越部信義作曲）
出版社 調性 拍子 運指 コードネーム
強弱
記号 テンポ表記 その他ア－ティキュレーション
A- 2 社 Cdur 4 分の 4 拍子 あり なし あり Allegretto なし
B 社 Cdur 4 分の 4 拍子 あり あり あり ＝ 116 ～ 126 なし
D 社 Cdur 4 分の 4 拍子 なし あり あり ＝ 116 ～ 126 グリッサンド＜末尾＞
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Piano Hiki Utai Instructional Methods for Students 
Aiming to Become Childcare Workers [ 2 ]: 
A study of Teaching Material Selection for “Piano for Childcare Workers”
Hiromi ADACHI　Noriko OSAWA
This study consists of determining the content of several piano hiki utai textbooks and 
other teaching materials needed for the “Piano for Childcare Workers ” scheduled to begin in 
2020.
For the comparison of hiki utai textbooks, the accompaniment sheet music for four 
children’s songs was compared. Even in the same songs, supplemental indications in the score 
for enriching the music, such as tone, fingering, dynamics, and articulation, were totally 
different for each textbook, showing the editors’ goal of improving the accompaniment of the 
learner.
At this university, over 50% of the students are beginners at piano, and there are only 
three piano classes available. When we considered how students can attempt to acquire the 
skills of piano hiki utai, textbooks seemed to hold the key. In addition, we had a strong belief 
that choosing materials to match the level of the learners was the correct approach.
However, when we thought about what purpose piano hiki utai is needed for, we knew 
that it is building closeness with young children. At the same time, we realized that it is 
important for the instructor to respect the independence of learners.
　The philosophy of this university is “humanistic education.” Accordingly, acquiring the 
skills of piano hiki utai, which is important from promoting development such as expressive 
ability in young children, should be carried out through mutual interaction between the 
instructor and the learners. Therefore, musical scores that build closeness with children are 
precisely the type of learning materials that are appropriate for use at this university. Whether 












































































































































級の中規模校であり、2018 年度、19 年度の 2 年間、教育委員会の研究指定を受け、






















































































































































































































① 2 年目を見すえた 1 年目に
　Ｃ小学校は、自校の実態から「自分の考えを分かりやすく伝え合い、学び合う子」
を育成することに研究の重点を絞り、対象教科を算数科とした。2018 年度は、特別
支援学級（知的固定）と第 1・ 2 学年は学級ごとに、第 3 学年以上は習熟度別少人
数指導体制で、授業研究を実施することとした。このことによって 1 回の授業研究




























ように授業研究日には 1 学級あるいは 1 学習集団の提案を全教員で観察して協議を
深めるという見通しを確認した。
イ　授業研究の連続性を具体化する視点の焦点化
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坂田哲人ほか（2018）「校内研究の推進に果たす教師教育研究者の役割　―学校づく
りを目指した校内研究の活性化に寄与する関与についての一考察―　」（『帝京大学

















A study on Promoting In-School Training
Focus on Involvement of Outside Lecturers
Hideki WATANABE　　 Kenichi ISHIMARU
Lesson practice is often used as the main method for the in-school training programs.
However, it is often the case that “Lesson Study” is not a part of in-school training.In other 
words, lesson study is done for the sake of lesson study.If that is the case, “Lesson Study” is 
for teachers and not for school children.It is important to make “Lesson Study” work for in-
school training.We propose three criteria to achieve it: 
First, we must always do “Lesson Study" with a focus on the study subject.
Secondly, children should be the main focus on the “Lesson Study.”










5 番目に多く、 7 ％を占めている。＊1






























　脊髄髄膜瘤の日本での発生頻度は、「0.03~0.04%」＊7 あるいは「分娩 10,000 件あた
り 5.0 ～ 6.0 件の発生率。年間 500 ～ 600 名の患児が出生」＊8 という情報がある。
　脊髄脂肪腫の発生率は、小児慢性特定疾病情報センターによると「出生 1 万人あ
たり 0.3 ～ 0.6 とするものもあり、正確な発生頻度は不明である。」とされている。＊9
　開放性の脊髄髄膜瘤、潜在性の脊髄脂肪腫いずれも、小児慢性特定疾病対策の対象
疾病となっている。

































表 1  のように障害像を示すことができる。*15














































































































と米国の 13.9％の 2 倍以上となっている。*30 これは、小児期の病院による褥瘡予防
指導を受ける患者数が、 3 割に満たないことに原因があると考えられている。
































































































1 　日下奈緒美「平成 25 年度全国病類調査にみる病弱教育の現状と課題」国立特別






学部・中学部）平成 30 年 3 月」開隆堂出版、2018 年、pp.54.
5 　横井恵巨、井上和広、堤崎宏美、藤田裕樹　二分脊椎児の機能的移動能力と学習
環境の関係～ Functional Mobility Scale を使用した評価～ Vol.46 Suppl. No.1 （第
53 回日本理学療法学術大会 抄録集） 日本理学療法士協会  2018
6 　芳賀信彦「二分脊椎児に対するリハビリテーションの現況」（日本リハビリテー




8 　難病情報センター「診断・治療指針（医療従事者向け） >> 脊髄髄膜瘤（指定難












る困難さの検討」（障害科学学会『障害科学研究 ,』 42 巻、 2018 年、pp.169. ）


































ンパドレナージを施術した 2 例」（愛知大学『Bulletin of Aichi Univ. of Education、





A Consideration on the Guidance of Self-reliance 
Activities (Jirits-Katsudou) for the Educational Needs of 
Children with Spina Bifida
Hisayoshi SUGIMOTO
　I tried to understand the educational needs of children with spina bifida and to 
identify the content of the Self-reliance Activities (Jirits-Katsudou). The disability 
image of the spina bifida was diverse, and the learning contents of many Self-
reliance Activities such as health, psychology, cognition, and interpersonal 
relationships were grasped.
　When learning about the Self-reliance Activities, it is important to respect 
independence and not let children feel they have to accept disability. I have 
understood that when children with spina bifida learn to the Self-reliance Activities, 
it is important to learn not only one item but also several items of Self-reliance 























































に流れてきた 2 つの立場について確認したい。なお、約 10年ごとに改訂される学習指
導要領それぞれには定まった名称はないが、通常用いられる表現を記すことにする。

























（ 4 ）生活単元学習《1948（昭和 23）年から》
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【例題 1】〔割合の第 1 用法：比較量÷基準量＝割合〕
　 5 年生の人数は 112 人です。アンケートではそのうち 84 人が「算数が好き」
と答えました。算数が好きな人の割合を求めましょう。
【例題 2】〔割合の第 2 用法：基準量×割合＝比較量〕
　ある小学校の今年の児童数は 520 人です。来年の児童数は今年の児童数の
105%になる予定です。来年の児童数は何人になる予定でしょうか。






【例題 1】84 ÷ 112 ＝ 0.75　答え：割合は 0.75、あるいは 75%
【例題 2】520 × 1.05 ＝ 546　答え：546 人






逆方向の組み合わせも入れれば 1 → 2、 1 → 3、 2 → 1、 2 → 3、 3 → 1、
3 → 2 の 6 通りがありうるから、 6 通りの問題を作成することができる。また、
1 → 1、 2 → 2、 3 → 3 という問題もありうるから、これらを入れれば 9 通り
となる。
　具体的に例を示そう。
【 1 → 2 の問題】〔割合を求め、その割合から別の比較量を求める〕
　ある町には 2 つの小学校があり、A小学校と B小学校では児童の男女の割合
が同じです。A小学校の児童数は 700 人で、そのうち男子は 378 人です。B小学
校の児童数は 850 人です。B小学校の男子児童は何人でしょうか。
　この問題では、前半部分が第 1 用法で、378 ÷ 700 ＝ 0.54より 54%という割合を




【 2 → 3 の問題】〔比較量を求め、その結果から別の基準量を求める〕
　ある店で定価が 3000 円のセーターを 1 割引で買ったところ、同じ店のYシャ
ツの定価の 75％となりました。Yシャツの定価はいくらでしょうか。
　 1 割引では 1 － 0.1 ＝ 0.9 倍となるので、前半で第 2 用法からセーターを買った
値段が 3000 × 0.9 ＝ 2700 円であることがわかり、さらに後半では第 3 用法により
Yシャツの定価が 2700 ÷ 0.75 ＝ 3600 円であることが得られる。
　さらにもう 1 つ例を示す。




　問題の前半で第 3 用法により公園の敷地面積が 2400 ÷ 0.15 ＝ 16000㎡であること







【 2 → 2 → 1 の問題】
　ある店では 400 円のお菓子が毎日 160 個売れていますが、そのお菓子を今度
1 割引で売る予定です。今よりもたくさん売れることが予想されますが、全体
の売り上げを 8 %伸ばすためには、売る個数を何％増やす必要があるでしょうか。
　まず 1 割引後のお菓子の単価は、第 2 用法により 400 × 0.9 ＝ 360 円である。次
に現在の毎日の売り上げは普通の掛け算で、400×160＝64000円である。したがって、
目標とする売り上げは同じく第 2 用法で 64000 × 1.08 ＝ 69120 円であり、そのため
には新しい値段で 69120 ÷ 360 ＝ 192 個を売らなければならない。最後に第 1 用法




















Attempt to Reform Mathematics Education by the 
Method of Wasan
Masashi SUZUKI
 “Autonomous, interactive, and deep learning” is emphasized in the new Course of Study 
issued from Japan’s MEXT (Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology). 
In order to respond to this policy, many elementary and junior high schools practice classes 
incorporating active learning. However, such a “passive” reform to active learning involves a 
variety of issues, such as class activities being formal and problems to solve being too simple 
to foster creativity.
　On the other hand, during the Edo period, many people throughout Japan positively enjoyed 
learning mathematics without being forced to do so. In this article, we would like to explore 
the reform of mathematics education that fosters the competence truly useful in the future 






















　例として、第 2 学年の単元「九九をつくろう」の授業（第 13 時）を提案する。
2 　研究の方法








































（ 1 ） 単元計画



















































































































































































































































































































































































・（縦）3 の段は 3 ずつ、 4 の段は 4 ずつ
増える。
・（横）5 をかけたら 5 ずつ、 6 をかけたら
6 ずつ増える。
・（右斜め）中心から左右対称になっている。
・（左斜め）3 ，5 ，7 …と奇数で増えている。
・かけられる数とかける数を入れ替えて計算
しても､ 答えは同じになる。　
・ 3 の段＋ 4 の段＝ 7 の段　となる。
7．全体で九九表の「きまり」をまとめる。
　〇 4 × 8 ＝ 4 × 7 ＋ 4
　〇 7 × 8 ＝ 8 × 7
8 ．九九表の「きまり」を使って、問題を解く。
【活用】
　〇 3 × 7 ＝ 3 × 6 ＋□











































C 1： 8 の段は 8 ずつ増える。







C 1： 1，25，49，64，81 は一個しかない。
C 2： 8 は 4 つも九九表にあるね。










































C 1： 8 の段は 8 ずつ増える。





C 1： 1，25，49，64，81 は一個しかない。
C 2： 8 は 4 つも九九表にあるね。













































































































Study Guidance in Elementary Mathematics Aimed for 
Realizing “Self-directed, Interactive, and Deep Learning”( 4 ): 
Through an Effective Problem-based Learning Strategy Integrating 
Active Learning
Norio SUZUKI
　One of the main principles presented in the new government curriculum guideline coming 
into effect in 2020 is “self-directed, interactive, and deep learning,” which also is illustrated in 
the report submitted by the Central Education Council. The author, by receiving support from 
elementary school teachers, conceptualized an instructional strategy which enables “self-
directed, interactive, and deep learning” in elementary mathematics. The author proposed total 
seven strategic points for pupils’ achieving “self-directed, interactive, and deep learning” In 
addition, the author exemplified a second grade class math lesson plan dealing with the area of 




































































　　東京都公立幼稚園　 5 歳児 1 学級　 4 歳児 1 学級　 3 歳児 1 学級
　　千葉市私立幼稚園　 5 歳児 3 学級　 4 歳児 3 学級　 3 歳児 3 学級
　②　調査方法
　　・保育観察記録（行動描写法）及び 映像による記録


















































事例 2 　10 月　トミカがいっぱいあるの　9：00 ～ 9：40



























































































　　　（事例 1 …スカート　事例 2 …ミニカー　事例 3 …聴診器　事例 4 …羽）
　③　興味、関心を引き出す。遊び出しのきっかけになる。
　　　（事例 1 、 2 、 3 …タピオカ、ミニカー、聴診器の材料）
　④　友達との関わりを生む。　友達とのつながりを感じさせる。
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A Study of “Environment”
in the Early Childhood Care and Education Setting
― Through a Case Study of a Child's Relationship with the Environment ―
Yoko KOYAMA
　The Course of Study for kindergartens "Environment" aims to help infants understand the 
subject through an experience (experience with actual feeling) related to the environment. In 
this study, we focused on the relationship between a three-year-old child and a physical 
environment from the scene in which he played independently and explored the meaning of 
the object for infants. As a result of the case study, from the play scene of a three-year-old 
child, teaching material of physical environment was found such as imitate, mediator to 




















































































作用（表情、視線の向け方の 2 項目）の 10 項目」を設定している。このうち、①・
②が基礎的な【読む技術】に該当し、③が聞き手に配慮する行動に該当すると考えら
れる。





































































































































































































































































































































手 と オ ー デ ィ エ ン ス の 相 互 作 用 に 着 目 し て ―」『Groupe Bricolage 紀 要 』
（24）,pp.11-22





































A Study on Lessons about the Picture Book  
for Nurturing Teachers in Kindergarten
―Focus on the View of Storytelling―
Nobuyuki UEYAMA
　In this study, I examined the contents of learning in the class to train teachers in 
kindergarten. Kindergarten teachers need to have the knowledge and skills to read picture 
books. However, class time is limited. For this reason, we must carefully select the content of 
learning about picture books. Based on the needs of the kindergarten teachers, it was found 
that three things were important: the ability to select books, reading skills, and the ability to 
design the reading environment. Furthermore, as a result of arranging the variations of the 
storytelling, it was found that instruction on the view of storytelling is important. This “view 
of storytelling” is a general concept related to “the ability to select books ”, “reading skills”, 




































































た上で、次章では、先述したA～ I の 9 つの造形活動が、これら 8 項目とどのよ
うに対応しているのかについて、造形活動ごとに検討する。
3 　各造形活動と幼稚園教育要領で示されている事項との対応の検討


































































































































































































































































































































































































































































































































































　前章で、「保育内容 F（造形表現）」で扱う 9 つの造形活動が、領域「表現」内容













表 1  各造形活動と内容の各項目との対応関係
幼稚園教育要領 領域「表現」内容
（ 1 ）（ 2 ）（ 3 ）（ 4 ）（ 5 ）（ 6 ）（ 7 ）（ 8 ）
各造形活動
A. 描画活動 〇 〇 〇 ● △ 〇 〇
B. 紙を使った造形遊び ● 〇 △ △ 〇 ● △ △
C. 工作遊び 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇
D. 合わせ絵・デカルコマニー 〇 〇 〇 〇 ● ● ●
E. はじき絵・バチック 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇
F. 粘土遊び ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇
G. 版遊び 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇
H. 光を通す素材 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇
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Teaching Practice for Deeper Understanding of the 
Contents of Modeling Expressions and Activities in 
Kindergarten and Its Relationship to the Course of Study 
for Kindergarten
Hidekazu HORITATE
　In the class subject “Nursery School Curriculum F: Arts and Crafts,” nine modeling 
expressions and activities are dealt so that a student aiming for kindergarten teacher deepens 
their learning and understanding. 
　However, it has not been necessarily considered how the nine expressions and activities 
relate the eight items described in “Content” in “Expression” in the Course of study for 
Kindergarten. In addition, the course was revised in 2017 and they needs to be reviewed.
　In this paper, the sufficiency of the relationship and its validity are examined and teaching 
practices in the class are redesigned. As a result, it is revealed that each of the nine activities 
relates to one of the eight items, in other words, all of the items are deal with the class subjects, 
however, some items, especially item ( 6 ), are less relevant and require more related activities. 













































　「保育内容 F（造形表現）」の受講生 45 名に対して質問紙による造形的活動の経験
についての実態調査を行った。本授業が置かれている児童教育学科では、小学校及び
幼稚園教諭を目指す学生が在籍（学科定員：100 名）している。毎年 50 人から 60 人
の学生が履修している。本授業の受講生の中には小学校教員志望の学生が半数弱受講
している。受講生それぞれの過去の教育課程の中で経験してきた「図工・美術」に関
















2 - 1   質問 1 ．皆さんが経験してきた「図工・美術」の授業は好きでしたか？



























2 - 2   質問 2 ．「図工・美術」は頑張って取り組もうとした科目ですか？
　「一生懸命頑張って、しかも楽しんだ」と回答したのは、 3 割弱（28.8%）に当た


































































2 - 4   質問 4 ．幼（保）・小・中・高を通じて良かった、面白かったと記憶する美
術分野の活動があれば教えて下さい。
　活動の時期について、校種・教科を尋ねたところ（複数回答可）、 3 分の 2 にあ








































表 5 　活動（内容）についての回答の分類結果　（＊印 重複数）

















































2 */ 版画 4 */























立 体・ 平 面，
教育課程の分
類 が で き な
かった回答












　鑑賞活動（学習）の形態に関わる回答が次の表 7、表 8 に現れている。鑑賞活動
の場所について、尋ねたところ（複数回答可）、 8 割が学校内教室等を、 3 割程度が
学校外美術館等を選択していた（表 7）。
　鑑賞活動で印象に残っていることがあるか尋ねたところ、 5 人が「記憶にない」、














































































































































2 - 8   質問 8 ．この授業の中で扱った造形活動についてお聞きします。授業で人生
初めて経験した造形活動を教えてください。
　40 人が回答し、選択肢の選択数の平均は 2.04 であった（表 11）。選択数の多い順に、
合わせ絵 20 人、スライムづくり 18 人、小麦粉粘土 17 人、はじき絵 12 人、であり






























2 - 9   質問 9 ．幼児の造形表現・造形活動について、授業としてもっと学ぶ時間が
あるとしたら、どの様なことを学んでみたいと思いますか？
　30 人が自由記述で回答し、回答数はのべ 33 件であった。その内の 15 件が具体的














































































































































































2017（閲覧日 2019 年 9 月 5 日）
文部科学省，幼稚園教育要領解説，http://www.mext.go.jp/content/1384661_3_3.




Investigation of Studentsʼ Experience of Modeling 
Activities to Design Teaching Practice for Deep 
Understanding of the Contents of Modeling Expressions 
and Activities in Kindergarten
Hidekazu HORITATE
　The purpose of this paper is to sort out exercises, in order to design teaching practice for 
deep understanding of the contents of modeling expressions and activities in kindergarten in 
the class subject “Nursery School Curriculum F: Arts and Crafts” which the author teaches. 
　A questionnaire survey was conducted on 45 students aiming to be a kindergarten teacher 
and taking the class. They were asked about their experiences of arts and crafts in the 
curriculum from kindergarten (nursery school) to high school and the contents they had 
experienced in the class. The result shows that activities of arts and crafts which they had not 
experienced and contents which they wants to learn deeply.
　Finally, what activity should be newly adopted to the class was considered by comparing the 








特有の状態像は、DSM- 5 において自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum 
Disorders，以下 ASD）という概念に統合された。診断基準についても “ 社会的コミュ
ニケーションおよび相互関係における持続的障害 ” “ 限定された反復する様式の行動、



























（ 1 ）調査対象者：調査協力の依頼は主に A 市と B 市の親の会や、筆者の知人による
紹介を通して行い、継続した調査の協力に同意を得ることができた小学生 ASD 児の
母親 8 名を調査対象者とした。 8 名の内訳は、小学校 1 年生男児と 4 年生男児の




































A 30 代 専業主婦 男 4 年生 夫、 2 児 無
B 30 代 パート 男 4 年生 夫、 2 児 無
C 30 代 自営業 男 4 年生 夫、 1 児 有
D 30 代 パート 男 4 年生 夫、 3 児 無
E 30 代 専業主婦 男 1 年生 夫、 1 児 有
F 30 代 専業主婦 男 1 年生 夫、 2 児 有
G 30 代 パート 男 1 年生 夫、 2 児 有



























































































































































































































































































































































































































































私 1 人 じ ゃ や っ ぱ 無 理 だ
















































































































































　乳幼児期の ASD 児の子育てにおける困難は大きく 2 つに分類された。 1 つ目は
DSM- 5 における診断基準に当てはまる ASD の特性そのものによる行動問題に起因
する困難である。その中でも、“ 社会的コミュニケーションおよび相互関係における
持続的障害 ” は〈対人関係の築きにくさ〉等の困難、また “ 限定された反復する様式
の行動、興味、活動 ” は〈こだわり行動〉等の困難として具体的に母親の子育てにお































































































































































Processes Experienced by Mothers of Young Children 
with Autism Spectrum Disorders 
When Dealing with Difficulties
Chieko NISHIMURA　Kumiko TAKANO
　The processes experienced by mothers of young children with Autism Spectrum Disorders 
（ASD） when dealing with difficulties were examined. Interviews were conducted with 
mothers （N= 8 ） of young children with ASD, and the results were qualitatively analyzed 
using the Modified Grounded Theory Approach, which indicated the following process of their 
experience. （ 1 ） Mothers gradually come to understand their children by dealing with 
different difficulties in child-rearing specific to children with ASD. （ 2 ） Mothers experience 
psychological and behavioral changes, including feelings about the characteristics and 
behavioral problems of their children, and measures to deal with these behavioral problems. 
（ 3 ） Mothers expect support from specialists as an environmental factor that facilitating the 
above process. Moreover, the results suggested that emotional support from surrounding 
people such as spouses, relatives, friends, parents’ association members, and someone to talk 
















Seligman （1991）は、幸福について、 happiness の概念は実践的ではなく、ポジティ
ブ心理学の第一歩は happiness という概念が一元論的な用いられ方をしていることが
課題であるとして、well-being という用語を使用することがより適切であると述べて























　well-being について、英英辞典（Oxford Dictionary of English、2010）では「快適
／安寧で、健康な、ないし幸福な状態（the state of being comfortable、 healthy, or 
happy ）」と定義されており、well-being の概念には、快適や健康、幸福といった要
素が含まれていることがわかる。
　 既 に 述 べ た よ う に、well-being に 類 似 す る 概 念 と し て wellness が あ る が、

















　Diener et al （1999）は subjective well-being（以下、SWB）の構造として、認知的
側面と感情的側面の 2 つの領域があるとした上で、認知的側面は人生に対する満足
度のことであり、感情的な側面には、楽しい・悲しいといったポジティブな感情とネ
ガティブな感情の両面が含まれることに言及している。さらに、Diener et al （2002）













　当初、Seligman （1991）は、｢authentic happiness｣ という用語を用いて、人間の
幸福には、ポジティブ感情（positive emotion）、エンゲージメント（engagement）
そして意義（meaning ）の大きく 3 つの要素が含まれるとしていた。しかしながら、
その後、Seligman （2002）は、「flourish」という概念を用いて well-being の本質に迫
る中で、well-being は、以下のような 5 つの要因で構成されており、たった 1 つの
要素だけで well-being を論じることはできないとした。 5 つの要素とは以下のとお
りである。























（ 1 ）positive affect & negative affect（肯定的感情と否定的感情）：この 2 つの感
情のバランスが幸福感に影響するという概念。
（ 2 ）satisfaction（満足度）：well-being を認知的評価の結果と考え、生活満足度を
測定尺度とする考え方。
（ 3 ）morale（モラール）： PG モラールスケール・老人の主観的健康度・社会的接
近度・年齢に対する態度・肯定的感情などを総合して測定する尺度。




















being に「福祉」の訳語をあてがうことで、本来の well-being の概念の意味が狭めら
れる可能性があるという点については、注意を要する。
　次に、well-being の定義について概観しておきたい。Dodge ら （2012）は、「蓄積
さ れ た 個 人 の 能 力 と 直 面 す る 挑 戦 と の 均 衡 点（the balance point between an 




















（ 1 ）簡潔（simplicity）：従来の well-being モデルは複雑で理解困難なものであったが、
新しい定義によって、明確かつ効果的な手法で well-being を論じられるようになった。


























　Steptoe et al （2014）は、さまざまな研究成果を踏まえて、well-being を次の 3 つ
の側面から捉え、それぞれの測定方法について論じている。
（ 1 ）人生の評価（life evaluation）：自分の人生の質や良さ、人生全体の満足度、ま
たは自分の人生にどれほど満足しているかについての人々の思いを指す。測定では、
キャントリルの梯子（1965）などの質問を使用する。




（ 3 ） エウダイモニック wellbeing（eudemonic wellbeing）：自分の人生の意味と目
的に関する判断に焦点を当てる。構造がより多様であるため、「意味」のさまざまな
側面を調査する幾つかの質問票が作成されている。
　金井（2015）は、主観的 well-being のうち、アリストテレス的な well-being を測定
するためによく用いられてきた代表的な設問として、次の 3  つが挙げられるとして
いる。
　第 1 は、通常「主観的幸福度」（subjective happiness）と呼ばれ、全般的に、自
分がどの程度幸せであると思うかをたずねる設問である。第 2 は、「生活満足度」（life 
satisfaction）と呼ばれるもので、全般的に、現在の生活にどの程度満足しているかを
たずねる設問である。第 3 は、「キャントリルの人生の階梯尺度」（Cantril’s ladder 
of life scale）と呼ばれるもので、想像し得る最低の人生から最高の人生までを 10 段
階に分けて、自分が何段階にいるかをたずねる設問であり、ギャラップ社が全世界で





生に対する肯定的評価｣ として 1 次元で捉え、主観的幸福感を測定している。
　伊藤ら（2003）は、これまでの尺度論文は被験者の年代に合わせた項目であったた
め、どの年代にも通じる尺度作成が必要だと考え、新たに WHO の subjective well-
－ 184 －
創価大学教育学論集　第 72 号：アニーシャ・鈎
being inventory（SUBI）に基づく尺度を作成し、調査を行った。SUBI は 11 の下位





していると判断された 5 領域 15 項目を抽出し、主観的幸福感とした。それは ｢人生
に対する前向きの気持ち｣、｢達成感｣、｢自信｣、｢至福感｣、「人生に対する失望感」の
5 領域である。SUBI のオリジナル尺度の評定は 3 件法であるが、伊藤ら（2003）は、
尺度としての精度をあげるため回答形式の段階を増やし、 4 件法にした。
　また、島井ら（2004）は、Lyubomirsky & Lepper （1997）によって開発された
Subjective Happiness Scale の 日 本 語 版 を 作 成 し て い る。 そ の 理 由 と し て、
Lyubomirsky & Lepper （1997）の尺度は認知的側面および感情的側面の両方をカバー
しており、さらに、日本語版を作成することで国際比較が可能であると述べている。
この日本語版は 1 因子 4 項目からなり、 7 件法である。
　さらに、西田（2000）は、成人女性を対象に Ryff（1989）の psychological wellbeing
の概念に基づいて、「人格的成長」、「人生における目的」、「自立性」、「自己受容」、「環
境制御力」、「積極的な他者関係」の 6 次元からなる心理的 well-being 尺度を作成し
ている。Ryff（1989）の心理的 well-being 概念、および Ryff & Keyes（1995）の心理






















くなっても well-being はそれほど高くならないことを示唆している。Easterlin et al 
（2010）は、国の収入と well-being について研究を行った結果、国の収入が増えても




















（ 3 ） 生活環境：Diener ら（2018）は、人間の生来のニーズとは別に生活環境もまた










得られた（Lucas et al. 2004）。 以上の結果にも示されているように、SWB は個人的
な環境の変化に敏感であると言える。
（ 4 ）遺伝的要因および環境要因：Nes & Roysamb （2015）は、well-being に影響し
ている遺伝的要因は、平均で 32 ～ 41 % であると指摘している。また、Diener ら（2018） 

















とで、Marks （2012）の言うダイナミックな性質を持つ SWB を高める余地が大きい
と考えられるからである。
　これまで、別の研究でも、well-being を高めることに楽観主義やレジリエンスの心
理的要因が強い影響を与えていることが明らかになっている（Carver & Scheier, 





している。また、Park, Peterson & Seligman（2004）は、希望、熱意、感謝、愛、
好奇心、美、創造性、判断力などの人格特性と well-being の関連について研究した結
果、熱意、感謝、希望、愛情などが、最も well-being と関連していると述べている。









　また、筆者らは、well-being について考察する上で、参考となる研究の 1 つが
Dinner ら（2018） のレビューであると考えている。Dinner ら（2018）は、SWB に関
する過去の諸研究を、SWB の測定方法、SWB 研究の理論的変遷、 SWB の効果
（outcome）、 SWB における国別比較、政策上の SWB に関する国の報告（national 
accounts）といった観点からレビューをおこない、それぞれの研究には一長一短があ
ること、SWB に関する多くの経験的研究は、過去 10 年余で劇的に進展したが、以下
のような未知のものも多く残っているとして、今後の研究の必要性を示唆している。
　第 1 に、 SWB については北米や欧州において多くの研究が行われ、そこでよく再
現された研究成果、例えば失業や配偶者との死別といった不利な影響が、他の地域に
おいても再現されるかということ。









































　Seligman et al（2005）は、自己に真摯に向き合い、成長していく中で well-being
を獲得していくことができるとしている。Dodge ら（2012）は、｢個人の能力｣ とし
ての心理的、社会的、身体的な資質と、現実に直面する課題としての挑戦とがうまく
バランスがとれたときの状態が well-being であるとした。Marks （2012）は、人生に
おける動的な変化が真のwell-beingのレベルを意味すると述べた。Diener et al （2002）
は、subjective well-being はポジティブな感情価が高く、ネガティブな感情価が低い
こと、そして人生への満足感が高いことを含む概念であるとした。また、Seligman 
（1991）は、well-being は｢PERMA｣ の 5 つの要素から成り立っているとした。
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Research Prospects and Issues Related to Well-Being.
Aneesah  NISHAAT   Haruo  MAGARI
　Concept of happiness has been pursued since the 4 th- 5 th century BC in Greek philosophy 
and is still widely discussed to the date. Many studies have shown that there were cultural 
differences in the concept of well-being, and the results of those studies have provided 
interesting suggestions.
　Seligman (1991) argued that the use of the concept of happiness in a monistic way, in 
positive psychology is problematic. He suggested that using the term “well-being” is more 
appropriate. Diener (1984), on the other hand, conducted research on human well-being using 
the concept of subjective well-being, and considered that subjective well-being is a concept 
synonymous with well-being. So this paper examined happiness using the concept of well-
being, and discussed future research subjects.
　This paper explores well-being from the viewpoint that people in any country are the same 
human beings. Certainly, there are differences in this world, such as race, religion, culture, 
income and living environment, and it cannot be denied that these differences create 
differences in the individualʼs view of happiness. On the other hand, every person shares 
something in common while living such as learning, working, and living in a relationship with 
family, friends and others in this world. They encounter common suffering and difficulties such 
as illness, economic problems and relationships at home and in the workplace. At the end of 
life, they face the common and more fundamental problems of human beings, such as aging 
and death.
　If these events are common and universal in their life, the common and universal goals for 
human beings across the borders can be considered happiness and well-being and the ways to 





















































程に設けられた指導領域で、内容は「 1 ．健康の保持」「 2 ．心理的な安定」「 3 ．人
間関係の形成」「 4 ．環境の把握」「 5 ．身体の動き」「 6 ．コミュニケーション」の






































　本事例は、病院内に設置された公立小学校の院内学級における対象児 A の 4 年入
級から 5 年の夏季休業中の永眠までの指導の記録である。学級の担任教師は、 1 名




























　 2 年生 6 月　寛解、退院　
　 4 年生 4 月　再発による再入院　院内学級に入級　放射線・化学療法併用
　 4 年生 1 月　一時帰宅中に心不全発作
　　  　  3 月　余命 2 ， 3 ヶ月との宣告
　 5 年生 8 月　永眠
（ 2 ）　 4 年生の学習の様子
　①入級当初の様子と実態把握



































　 ・ A のもつ創造的なエネルギーや活力を生かしながら夢中になれる活動を通して
表現力・達成感・自己効力感を高め、病に立ち向かう生きる力と意欲を高める。
　③【週の学習計画案】




コマの授業時間は、標準の 1 単位時間 45 分ではなく、午前中は 30 分を基本とし、



















































　 　 　 　 　 　 　
13:30 5 音楽 図工 総合 総合 総合












































先生に教えてもらい練習してきたバイオリンを A 達も披露することになった。A が
あまりに熱心に練習する姿をみて、ボランティアの先生も予定回数を何回も超えて練
習に駆けつけてくださった。司会も A と決まった。










（ 3 ） 5 年生の学習の様子
　①　実態　　





















































































































































































の注文票もいただいた。「A ちゃん頑張れ。ぼくたち、わたしたちは A ちゃんと会え
る日をずっとずっと待ってるよ。」との動画のメッセージに、A も母親も教師も涙が







































コ　陶器作りに挑戦（ 7 月 15 日～夏休み）
　通常の陶芸では、成形、乾燥、素焼き、施釉、本焼きと一連の工程を経ると完成ま










　 8 月に入って講師の先生から完成した作品を届けられ、病室で A と母親に見せた。











































































































































































Educational Support for Health Impairment Students to 
Bring out Their Ability to Live in the Terminal Period
―Through Guidance Examples of Self-reliance Activities
（Jiritsu　Katsudou） in Cooperation and Collaboration with Medical Teams―
Michiko ITO　 Hisayoshi SUGIMOTO
　In this paper, based on previous studies, we examined the ideal way of providing 
educational support to bring out the ability to live to the terminally ill children based on 
guidance examples in cooperation with medical teams in hospital classes. As a result, on the 
premise of sharing educational needs by “building close relationships with children”, 
“supporting active life as far as possible to the end” and “conveying the preciousness of life” 
Significance confirmed. In addition, teachers in charge of end-of-life children need to have 
expertise, psychological traits as leaders, and communication skills related to team approaches. 
Therefore, it was confirmed that building a system to train and support teachers with such 




























































意団体として「森のようちえん全国ネットワーク」が設立され、2017 年 4 月に「NPO
法人 森のようちえん全国ネットワーク連盟」として法人化された。ネットワークに















































































































































































































































　長野県は「信州型自然保育認定制度 信州やまほいく認定制度」を 2015 年 4 月に
創設した。豊かな自然環境（全国 4 位の広大な県土とその約 8 割にのぼる森林）や
地域資源（村の数が日本一という多様な地域性・文化・伝統・人材等）を活用し、長
野県ならではの自然保育の普及に取り組んでいる。その内容は「特化型」と「普及型」
の 2 つの認定区分を設け、24 の基準を設定している。「特化型」は 1 週間で合計 15
時間以上屋外を中心として体験活動が行われ、質・量ともに自然保育に重点を置いた
取り組みについて認定し、「普及型」は 1 週間で 5 時間以上屋外を中心として体験
活動が行われ、他のプログラムと一緒に自然保育にも積極的に取り組んでいる活動を

















































付けられた里山・散策路がある。これらの二つの丘は 1973（昭和 48）年 8 月の夏期
講座にて創立者から「大学の敷地を利用して共に語り散策のできる広大な広場を作ろ
う」との提案により、約 2000 人の学生・教職員の手によって開拓・造園された。昭





























＊39」が平成 30 年 4 月に改訂（改定）され、「子ども主体の学び」が重要であること、
























いる。平成 27 年（2015 年）には「第 3 次子ども育成計画」を策定し、福祉や保健、
医療、教育、雇用などそれぞれの分野に応じた支援に市民・事業者・関係団体と取り
組み、「子どもにやさしいまち」「子育てしやすいまち」の実現に向け、成果をあげて
きた。そして 2019 年 12 月には「八王子子ども・若者育成支援計画（令和 2 年度～
6 年度）＊43」の素案が発表され、2020 年 3 月に策定される見通しである。その重
－ 224 －
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Advancements and Issues on “Waldkindergarten”
―Focusing on Nature Experiences for Infant Health―
Kenji TAKAHASHI 　 Hideaki KUBOTA
　The purpose of this study is to clarify the advanced nature of “Waldkindergarten” and its 
issues in Japan, focusing on the nature experiences and the health of young children during 
childhood.
　The aim of the “Waldkindergarten” is to improve the health of infants by making use of the 
natural environment, and to assist children acquire independence and the “IKIRU CHIKARA 
(Zest for Living) ” in  cooperative relationships. 
　Another noteworthy aspect of the project is its ability to develop childcare while 
distinguishing between risks and hazards, and to improve children’s ability to recognize and 
prevent danger. It is also a field for learning the importance of life. It can also create valuable 
learning experiences that are directly linked to the goals of the SDGs.
　On the other hand, the major issues of “ Waldkindergarten” are the securing of human 
resources capable of instructing nature experience education and the problem of operating 
funds. As for the training of childcare workers, it is desirable to add a nature experience 
program to the curriculum of the training school. In terms of operating funds, support on a 




















































































の固定化、忘却という “ 風化 ” が進んでいる。」
と記し、福島復興の着実な進展の裏で、情報の固定化や忘却という意味での風化の進
展が見られるとしている 9）。そして、平成 31 年度には、風評・風化対策関連事業の
一覧が公開され、①県産品の販路回復・開拓、②観光誘客の促進、③教育旅行の回復、
④国内外への正確な情報発信、⑤「共感と応援の輪」の拡大、⑥土台となる取組など





の出来事 ” としてではなく、“ 自分（たち）の問 ” として考えてもらうために、理科
実験と理科概論の授業で行った教育実践について述べた 11）。本報告では、風化を防










































































< 3 > から < 4 > へのステップも不十分かもしれない。
　ストーリーラインは以下の通りである。ここでは、試みに、抽出された概念をもと
にストーリーラインを図にした（図 1 ）。概念・カテゴリー図の描画は KJ 法や















る違いとは、文献 11）に書かれている 1 m 線量と地表面線量の違いである。γ線は
土壌内の放射性 Cs や花崗岩中の放射性元素から飛んでくるため、地表面線量は 1 m
線量より高いことが多い。この事実は筆者にとっては当たり前であるが、学生にとっ
てはかなりインパクトのある事実であった。こういう “ 発見 ” があるところが、理科
実験の教育的重要性を高め、学生の思考を広げるカギになる可能性をもつ。そして、《事





































ての問」で確率統計以外の領域にも計 12 問を構成して通信教育部学生（以下、（ 1 ）（ 2 ）
では通教生と記す）などを対象に調査している（表 2 ）
　表 2 における領域の命名は質問内容と近い漢字 2 字をあてた。質問には、「はい」




などの学生（以下、（ 1 ）（ 2 ）では通学生と記す）も人数は少ないが調査対象に加え
た。通教生と通学生との回答の違いから通教生の特徴がわかると考えた。調査人数








5 10 個の同じサイコロを同時にふると 1 の目は 2 個あった。 1 が出る確率は1 / 5 である。 確率










　12 問すべて正解で 12 点となる採点法で行った場合の、データ全体の各質問の正答
率を表 3 に示す。領域による正答率は違いが顕著であった（41～98%）。
　項目 1 、 8 、12 における自然界の物質の最小単位、放射性崩壊、原爆保有の前提






















　次に、授業前後の正答率の変化を表 4 に示す。項目 8 （崩壊）の正答率が 58%
から 96% に 1.5 倍以上の上昇がみられる半面、項目 7 （放射）では減少している。
半減期の指導では、崩壊の時間変化が現存量に比例するという式（ 1 ）から導かれる、
　N＝N 0 （ 1 / 2 ）
t/T　･････（ 2 ）
を用いて、原発事故で放出された 137Cs（セシウム 137）の現存量が 10 年後どう変化
するかを計算する場面を作っている。N 0 は初期値、T が半減期（30 年）、t は時間経
表 3　ものの見方としての12問の正答率（データ全体）
領域 粒子 元素 錬金 物質 確率 統計 放射 崩壊 縄文 治療 原発 原爆

























このように、通学生に 2 つの成分があるため、 1 成分である通教生との平均値の比
較は難しいことがわかった。理系学生の平均値が高くなった結果は、文理における学
習履歴の違いによると考えるのが通常の解釈であろう。
　次に、文理の正答率の違いを表 5 に示す。まず、項目 8 （崩壊）で理系の正答率
表 4　ものの見方としての12問の正答率（秋季生）
領域 粒子 元素 錬金 物質 確率 統計 放射 崩壊 縄文 治療 原発 原爆
事前 0.50 0.71 0.75 0.50 0.71 0.92 0.88 0.58 0.71 1.00 0.75 0.50
事後 0.46 0.75 0.88 0.71 0.63 0.96 0.75 0.96 0.79 1.00 0.96 0.50
表 5　ものの見方としての12問の正答率（通学生）
領域 粒子 元素 錬金 物質 確率 統計 放射 崩壊 縄文 治療 原発 原爆
文系 0.38 0.85 0.62 0.62 0.77 0.85 0.92 0.23 0.92 1.00 0.85 0.15
理系 0.35 0.71 0.76 0.65 0.88 0.88 1.00 0.65 1.00 1.00 1.00 0.35
－ 239 －
反核・平和を視野に入れた文科系学生対象の放射線教育実践
が 65% で文系の 23% の 3 倍近くにもなる。ここは、文理における高校での物理や
化学の学習量の違いであると考えられる。しかし、項目 2 （元素）で正答率が文系
より低くなったのには驚いている（85% → 71%）。原子炉の中で、238U（ウラン 238）
はβ崩壊を繰り返して自然には存在しない人工元素 239Pu（プルトニウム 239）になる。
このようなことも高校の物理で触れられているはずである。しかし、筆者が高校物理
教員であったときの経験から言えることだが、原子力の授業は 3 年生の最後（ 3 学期）
になり、大学入試にもまず出題されないことから、場合によっては学習されないまま
（問題演習などに時間を取り）授業が終了している可能性がある。また、項目 12（原爆）
では、文系・理系とも、表 3 の全体および表 4 の通教生（秋季）よりも低く、その










　学生にとって表 1 の 12 質問がどうとらえられているかという問題がある。表 3 、
4 、 5 の正答率から概ねわかることではあるが、ここではさらに質問相互の距離は
どうなっているか、言い換えれば質問の類似度がどんな配置になっているか、数量化
理論Ⅳ類で調べた。結果を指導に反映させようと考えている。数量化理論Ⅳ類とは、
n 個の個体の間に相互の親近性が与えられたときに、n 個の個体を r 次元（r≦n）ユー
クリッド空間内の点として表し、その分布の形状から種々の知見を得ようというもの
であり前回報告 11）でも用いた。ここでは、表 4 の正答率の前後比較から見えたことを、
質問の類似度という視点からはどう見えるか、という問いを立てて調べた。
①授業前における12質問のとらえられ方
　結果を 2 次元配置で表示させた（図 2 ）。各軸については、因子分析で解釈され
るような特別な意味をもたないので、軸を回転させてデータに合わせるような操作は
行わない。項目 1 、 4 、 8 、12 の粒子、物質、崩壊、原爆を除くと、他の項目は第
1 軸上の 0 ～－0.2 あたりにまとまっているようにみえる。これらの 4 項目は、表










　項目 1 、 4 、 8 、12 の粒子、物質、崩壊、原爆のうち、項目 4 、 8 の物質、崩壊
は、授業後は他の項目の集団（第 1 軸上の 0 ～－0.2 あたり）に吸収され、表 4 で
もこれらの正答率は改善されている。一方、項目 1 、12 の粒子、原爆は他の項目と
距離を保った状態が残った。表 4 でもこれらの正答率は改善されていない。
③事前事後の類似度の変化について
　項目 4 、 8 の物質、崩壊が他の項目の集団に吸収されたことから、授業は一定の



































高濃度汚染水と混ざるため 800t に増量していた。そのうち、400t を冷却水としてそ




が講じられた。しかし、それでも 100 ｔの地下水が流入し、2019 年現在では約 120

















被曝）。汚染水のトリチウム平均濃度は約 100～200 万 Bq/ℓ（ベクレル毎リットル）
と重大な値であるが、これを 100 倍程度に薄めれば法律的には海洋投棄が可能となる
（国の放出基準は 6 万 Bq/ℓ、この水を 1 年間 2 ℓ飲み続けても 1 mSv の被曝と
されている）。また、東電は ALPS の処理で 3H 以外の 62 種類の放射性物質を除去で
きると説明していたが、2018 年の段階で汚染水タンクの 8 割超で、90Sr（ストロン














D 海の生物が可哀想だから（A ～ D は原文ママ）
①授業の中でどう取りまとめるか










































































　 3 で行った、「ものの見方としての問」で構成した計 12 問の数量化理論Ⅳ類によ
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Radiation Education Practice for Liberal Arts Students 
with a View to Antinuclear and Peace
―From Statistical and Qualitative Analysis of Views on the 
Environmental Impact of the Fukushima Nuclear Accident―
Nobukazu KIRIYAMA
　In this article, it was pointed out how the forgetting of the nuclear accident started.
Forgetting the nuclear accident and radiation education to prevent forgetting the nuclear 
accident has now become a national issue. We analyzed the classes that were given to the 
students of the Faculty of Education and the students of the correspondence course with 
awareness of the problem. In the science experiment class, there were three “learning to know 
facts”: on-site dosimetry and soil radioactivity measurements, interviews at the time of the 
accident, and study learning. The recognition that the effects of the nuclear accident still 
existed in the university campus expanded the students' interest. In the class of science 
introduction, it was investigated how learners looked at the world from the understanding of 
“particles” and “radioactive decay”. Knowledge about the learner's view was obtained. For 
example, it was difficult for students to recognize the connection between nuclear power and 
nuclear weapons. And discussion was held on the theme of contaminated water in the science 
introduction class. The students pointed out the importance of presenting by the teachers and 
the research activities of the students, thinking and discussing with the students, and 
recognizing the spread of problems. It was shown that these radiation educations were effective 
in preventing forgetting the nuclear accident. In order to deepen the understanding of the 
























































































































































































2 - 4 - 1 　参加者数への注意向け
　この時点で、参加者数が 12 名であることを「素敵な数」として受講生の意識の俎
上に上げる案内が関田からなされた。「素敵な数字だけれども、なぜ素敵なのか」、関


























2 - 4 - 2 　ショルダーペアでの自己紹介












































省（2019）が公開した平成 30 年版「自殺対策白書」によれば、15 歳～ 39 歳の各年
代の死因の第一位は「自殺」であり、先進国の中で日本のみの事象であるという。ま
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A Case Report  
“How Educational Facilitation Can Be Done”: 
Analysis of Cooperative Learning Workshop
Hiromi TAKAHASHI　Kazuhiko SEKITA
　The Ministry of Education has been encouraging college to implement “Active Learning 
(AL)” for developing students’ living competencies. There are also large numbers of 
publications to promote AL in colleges and universities. There, however, are not many 
publications focusing on instructors’ behaviors facilitating AL. This paper analyzes a veteran 
facilitator’s behaviors in a cooperative learning workshop to identify factors for better AL 
facilitation. 
　There are nine factors to facilitate successful AL; ( 1 ) use positive expression, e.g. superb 
relationship, during a session, ( 2 ) use positive reaction and confirming expression, ( 3 ) guide 
participants using concrete examples for AL activities, ( 4 )induce participants’ decision-
making by providing choices of actions if needed, ( 5 ) ask participants a favor, not order, ( 6 ) 
sympathize with participants taking risks to answer questions, ( 7 ) reframe incorrect answers 
as resources for further learning, ( 8 ) keep the workshop warm and joyful atmosphere, and 
( 9 ) lead participants to new perception and paradigm. These factors lead participants not to be 
daunted by atmosphere of the learning environment. As a result, they are able to learn through 
relating with others.
　To implement AL for developing students’ living competency, it is critical to sets safe 
environment and let participants make decision. In order to create such learning environment, 
participants’ involvement is must. Nine factors guide participants experiences, including 
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Educational Thoughts Behind the Artificial Rules  
in School Mathematics
Shuzhu GAO
　Enactivism calls for to regard the subject matter knowledge as the embodiment of world for 
exploration. The learning is the process of intersection among agent and world to each other. 
The central aim of this paper is to connect the enactivism with mathematics education through 
release humanity thoughts within school mathematics that will be beneficial teachers’ 
mathematical education. The thoughts behind the school mathematics were from huge minds 
of predecessors. Artificial rules are a kind of contents that embody abundant thoughts. They 
could be concluded as determinate, unity, permanence and diversity that would be beneficial to 
the deeper thinking in mathematics learning and enrich the humanity of mathematics 
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